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全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会
主
催
の
「
第
六
〇
回

年
次
大
会
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会
」
は
、 

七
月
二
十
七
日(

金)

に
、
東
京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
於
い
て
、
全

国
か
ら
組
合
員
・
会
友
、
協
賛
会

員
、
ご
来
賓
、
報
道
関
係
者
な
ど

三
百
五
十
名
が
参
加
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

                        

 

今
回
は
第
六
〇
回
と
い
う
記

念
す
べ
き
大
会
で
、
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ

期
間
中
の
開
催
は
初
め
て
で
、 

『V
e

n
tu

r
e

 in
 t

o
 t

h
e

 N
e

x
t
 

変
わ
る
印
刷
、
変
え
る
未
来
』
を

テ
ー
マ
に
、
関
東
三
協
組
の
若

手
メ
ン
バ
ー
で
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
連
合
会
が
直
接
担

当
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

                        

 

午
後
一
時
半
よ
り
始
ま
っ
た

式
典
は
、
国
歌
斉
唱
、
先
輩
物

故
者
に
黙
と
う
、
ご
来
賓
の
紹

介
が
行
わ
れ
、
続
い
て
挨
拶
に

立
っ
た
田
中
祐
会
長
は
初
め
に

六
月
の
大
阪
北
部
地
震
と
平
成

三
〇
年
七
月
豪
雨
の
被
災
者
に

対
し
て
お
見
舞
い
を
述
べ
た
後

「
今
回
の
テ
ー
マ
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
と
は
何
だ
ろ
う
と
辞
書
を
引

く
と
、
危
険
を
冒
し
て
前
に
進

む
、
何
か
に
挑
む
と
い
う
意
味

だ
そ
う
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
言

え
ば
利
育
を
承
知
で
大
き
な
投

資
を
す
る
と
い
う
こ
と
。『
投
資

無
く
し
て
成
長
な
し
、
成
長
な

く
し
て
未
来
無
し
』
と
言
え
る
。 

会
社
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は

様
々
な
投
資
が
必
要
経
営
者
の

仕
事
は
様
々
な
投
資
の
タ
イ
ミ 

ン
グ
、
順
序
、
規
模
を
意
思
決

定
し
て
い
く
こ
と
。
正
し
い
意 

 

思
決
定
の
た
め
に
は
膨
大
な
情

報
を
収
集
し
そ
の
中
か
ら
取
捨 

選
択
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
答
え
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
中
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な

全
国
大
会
の
よ
う
な
人
と
の
つ

な
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

の
中
に
あ
る
。
今
日
と
い
う
日

が
実
り
あ
る
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
一
日
と
な
る
よ
う
に
願
い

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。 
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Venture in to the Next 変わる印刷、変える未来  年
次
大
会
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会
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国
か
ら
三
五
〇
名
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式典で挨拶する田中祐会長  
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ご
来
賓
の
挨
拶
、
連
合
会
報

告
に
続
い
て
、
組
合
功
労
者
顕

彰
が
あ
り
、
当
組
合
理
事
の
北

島
憲
高
氏
を
含
む
七
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
「
第
二
十
八
回
シ
ー

ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入

賞
作
品
が
発
表
さ
れ
、
経
済
産

業
大
臣
賞
に
北
海
道
の
シ
モ
ク

ニ(

レ
タ
ー
プ
レ
ス
、
自
由
課 

  

題)

が
選
ば
れ
、
当
組
合
か
ら
は

サ
ン
メ
ッ
ク(

複
合
、
自
由
課

題)

が
日
本
印
刷
産
業
連
合
会

会
長
賞
を
、
日
本
ラ
ベ
ル(

複
合
、

自
由
課
題)

が
連
合
会
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

恒
例
の
大
会
宣
言
で
は
、
連

合
会
青
年
部
協
議
会
会
長
の
小

林
淳
史
氏
が
大
会
宣
言
を
朗
読

し
、
最
後
に
時
期
開
催
の
京
都

シ
ー
ル
印
刷
工
業
協
同
組
合
理

事
長
の
大
槻
裕
樹
氏
が
「
来
年

は
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
で
船
上
に

於
い
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
是

非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
午
後
五
時
半
よ
り
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
田
中
会
長
の 

挨
拶
の
後
、
平
山
理
事
長
の
音 

 

頭
で
参
加
者
全
員
が
威
勢
よ
く

乾
杯
、
途
中
お
笑
い
芸
人
の
ラ

イ
ブ
な
ど
が
あ
り
、
午
後
七
時

半
過
ぎ
に
東
北
の
池
原
賢
吾
理

事
長
の
中
締
め
で
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。 

 

前
日
の
二
十
六
日
か
ら
開
催

さ
れ
た
「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
８
」 

は
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

国
内
外
か
ら
三
百
十
九
社
、
二

千
七
百
小
間
の
最
新
鋭
機
材
が

一
堂
に
展
示
さ
れ
、
六
日
間
の

会
期
中
、
五
万
五
千
人
の
来
場 

                    

者
を
数
え
ま
し
た
。 

 

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印
刷
機
や

デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
、
周
辺

機
器
な
ど
が
一
堂
に
展
示
さ
れ

年
々
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
き

て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た

展
示
会
と
な
り
、
多
く
の
シ
ー

ル
・
ラ
ベ
ル
業
者
が
訪
れ
た
が

シ
ー
ル
印
刷
そ
の
も
の
が
大
き

な
転
換
期
に
立
た
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。 

(

写
真
提
供
・
ラ
ベ
ル
新
聞
社
、

日
報
ビ
ジ
ネ
ス)

 

                    

                                 

乾杯の挨拶をする平山理事長  懇親会で参加者全員で乾杯を  
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■
支
援
金
と
義
援
金 

 

よ
く
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
水

害
の
際
に
、「
支
援
金
」
や
「
義

援
金
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま

す
が
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
、
こ
の
二
つ
の
違
い
は

何
で
し
ょ
う
か
。 

二

〇

一

一

年

の

東

日

本

大

震
災
で
は
世
界
中
か
ら
た
く
さ

ん
の
「
支
援
金
」「
義
援
金
」
が

被
災
地
に
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
ふ

た
つ
の
言
葉
が
数
多
く
報
道
さ

れ
ま
し
た
が
、
い
ま
で
も
混
同

し
て
使
っ
て
し
ま
う
方
が
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
支

援
金
」
と
「
義
援
金
」
で
は
、

お
金
の
使
わ
れ
方
な
ど
が
大
き

く
違
い
ま
す
。 

■
支
援
金
と
は 

支
援
金
と
は
、
主
に
被
災
地

に
お
け
る
救
命
活
動
や
復
興
活

動
を
行
う
支
援
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
費
に
使
わ
れ
る

も
の
で
す
。
寄
付
し
た
団
体
が

目
的
に
応
じ
て
使
い
道
を
決
め

る
た
め
、
す
ぐ
に
役
立
つ
お
金

と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

■
義
援
金
と
は 

義
援
金
と
は
、
見
舞
金
な
ど 

    と
し
て
被
害
者
に
直
接
届
け
ら

れ
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
や
中

央
共
同
募
金
会
※

（
赤
い
羽
根

共
同
募
金
）
な
ど
の
募
金
は
義

援
金
に
あ
た
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
全
額
、
被
災
し
た

県
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
「
義
援

金
配
分
委
員
会
」
に
集
め
ら
れ
、

こ
の
委
員
会
が
決
め
る
配
分
ル

ー
ル
で
対
象
の
市
町
村
を
通
じ

て
、
被
災
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

公
平
性
が
重
視
さ
れ
、
配
分
さ

れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

 

■
目
的
が
明
確
な
ら
支
援
金 

自

分

の

お

金

を

ど

の

よ

う

に
活
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
目

的
が
明
確
な
ら
、
そ
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
団
体
を
探
し

て
、
支
援
金
を
寄
付
す
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。
反
対
に
、
時
間

が
か
か
っ
て
も
直
接
被
災
者
に

現
金
が
届
く
よ
う
に
し
た
い
と

思
う
な
ら
、
義
援
金
と
し
て
寄

付
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
局
な
ど
で

集
め
て
い
る
募
金
の
多
く
は
、

赤
十
字
社
に
集
め
ら
れ
義
援
金

に
な
り
ま
す
。 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
各 

    種
ポ
イ
ン
ト
・
マ
イ
ル
の
寄
付

な
ど
、
様
々
な
方
法
で
熊
本
地

震
な
ど
の
復
興
支
援
に
協
力
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

大

規

模

な

災

害

が

発

生

し

て
、「
今
す
ぐ
被
災
地
を
助
け
た

い
！
」
と
思
っ
た
ら
、
義
援
金

と
し
て
お
金
を
送
る
の
が
い
い

で
し
ょ
う
。 

 

日
頃
か
ら
支
援
し
た
い
法
人

や
団
体
が
あ
る
場
合
に
は
、
支

援
金
と
い
う
か
た
ち
で
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
の
が
近
道
で
す
。 

■

参

考

記

事 

産

経

新

聞

【
正
論
】
二
〇
一
六
年
四
月
二

十
一
日
よ
り
抜
粋 

 
災
害
寄
付
に
は
「
義
援
金
」

と
「
支
援
金
」
と
い
う
、
ふ
た

つ
の
形
が
あ
る
。
連
日
の
激
し

い
揺
れ
で
日
を
追
う
ご
と
に
被

害
が
拡
大
す
る
熊
本
地
震
を
前

に
、
ど
ち
ら
に
す
る
か
迷
っ
て

い
る
方
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

義
援
金
は
大
災
害
で
の
被
災
者

に
お
悔
や
み
や
応
援
の
気
持
ち

を
込
め
て
贈
ら
れ
る
見
舞
金
を

指
し
、
支
援
金
は
被
災
地
で
活

動

す

る

民

間

非

営

利

団

体

（N
P

O

）
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

    ア
を
支
え
る
た
め
に
寄
付
さ
れ

る
浄
財
を
い
う
。 

 

 

『
ニ
ー
ズ
に
応
じ
柔
軟
、
迅
速

に
』 

 

ど
ち
ら
も
重
要
で
あ
る
点
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
義
援
金
は

公
平
・
平
等
を
検
討
し
た
上
、

被
害
の
特
定
を
待
っ
て
配
分
額

を
決
定
す
る
た
め
、
過
去
の
例

で
は
被
災
者
の
手
元
に
届
く
の

に

1
0

カ
月
以
上
か
か
る
。
大

災
害
の
発
生
当
初
や
熊
本
地
震

の
よ
う
に
現
在
進
行
形
の
災
害

で
は
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
支
援
金
が

ま
ず
は
必
要
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。 

 

し
か
る
に
日
本
で
は
、
義
援

金
が
圧
倒
的
に
多
く
、
支
援
金

は
全
体
の

1

割
程
度
に
と
ど
ま

る
。
熊
本
地
震
の
被
災
地
復
興

活
動
が
本
格
的
に
始
ま
る
の
を

前
に
、
改
め
て
支
援
金
の
重
要

性
を
訴
え
た
い
。 

 

ひ
と
た
び
大
災
害
が
発
生
す

れ
ば
、
支
援
金
の
拡
大
こ
そ
不

可
欠
で
、
そ
れ
が
被
災
地
の
復

興
を
い
ち
早
く
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
に
も
な
る
。 

                                 

 

ご
存
知
で
す
か
？ 

災
害
の
際
の
『
支
援
金
』
と
『
義
援
金
』
の
違
い
と
は
何
で
し
ょ
う 



 
 

     

組
合
で
は
五
月
に
「
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
不
足
に
関
す
る
緊
急
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
集
計

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

 

組
合
で
は
組
合
員
か
ら
「
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
も
な

か
な
か
集
ま
ら
な
い
」
と
い
う

声
が
多
い
た
め
、
組
合
員
に
対

す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
も
の
で
す
。 

  
 

集 

計 

結 

果 

 

設
問
１ 

現
在
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
足
り
て
い
ま
す
か
？ 

「
足
り
て
い
る
」
五
〇
％ 

「
不
足
し
て
い
る
五
〇
％ 

 

設
問
２ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
平

均
年
齢
は
？ 

「
二
十
代
か
ら
三
十
代
」 

二
一
％ 

「

四

十

代

か

ら

六

十

代

」 
 

六
四
％ 

「
六
十
代
以
上
」
一
五
％ 

 

      

設
問
３ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
辞

め
た
場
合
の
補
充
は
可
能
で
す

か
？ 

「
大
丈
夫
だ
と
思
う
」
一
四
％ 

「
難
し
い
と
思
う
」
八
六
％ 

 

設
問
４ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
関

し
て
の
問
題
点
は
？
具
体
的
に 

◇
若
い
年
齢
の
希
望
者
が
今
は

見
つ
か
ら
な
い 

◇
技
術
、
伝
承
不
足
、
引
継
ぎ

の
時
間
が
足
り
な
い 

◇
発
展
性
に
欠
け
る
。
品
質
Ｕ

Ｐ
の
勉
強
不
足
。 

◇
各
自
や
る
べ
き
数
字
の
把
握

不
足
。 

◇
ど
の
機
械
で
も
全
員
が
や
れ

な
い
事
。
ひ
と
り 

１
機
械
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
本
当
は
最

低
で
も
ひ
と
り
が
２
種
の
機
械

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
常
に

休
ん
だ
時
の
交
代
要
員
に
な
れ

る
こ
と
が
必
要
。 

◇
募
集
か
け
て
も
利
に
か
な
っ

た
人
材
が
来
な
い
。
若
い
人
を

初
歩
か
ら
教
育
し
２
〜
３
年
位
、

長
い
期
間
で
待
た
な
い
と
無
理

か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
印
刷
業

に
な
り
た
が
ら
な
い 

◇
弊
社
は
ア
ナ
グ
ロ
工
場
の
他

に
、
近
年
デ
ジ
タ
ル
向
上
を
増

設
し
て
ま
す
。
ア
ナ
グ
ロ
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
デ
ジ
タ
ル
機
械 

を
操
作
さ
せ
る
の
で
す
が
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
こ
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
退
社
し
た
場
合
に
備

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
デ
ザ

イ
ナ
ー
だ
け
で
は
デ
ジ
タ
ル
機

械
で
生
産
を
任
せ
る
の
は
厳
し

い
。 

◇
ベ
テ
ラ
ン
ク
ラ
ス
の
老
眼
に

よ
る
影
響
。
間
接
部
門
は
人
員

を
満
た
し
て
お
り
場
内
で
の
配

置
転
換
が
難
し
い
。
ま
た
配
置

転
換
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
後

任
と
な
る
経
験
値
の
高
い
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
不
足
し
て
い
る
。 

◇
技
術
の
伝
承
や
教
育
、
物
作

り
に
対
す
る
考
え
不
足
。 

◇
育
つ
ま
で
時
間
が
か
か
る
。 

 

設

問

５ 

貴

社

の

企

業

規
模

は
？ 

「
五
人
以
下
」
二
九
％ 

「
一
〇
人
以
下
」
二
一
％ 

「
二
〇
人
以
下
」
一
四
％ 

「
二
〇
人
以
上
」
三
六
％ 

 

規
模
別
調
査
結
果 

 

五
人
以
下 

設
問
１ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
足

り
て
い
る
か
？ 

「
足
り
て
い
る
」
三
三
％ 

「
不
足
し
て
い
る
」
六
七
％ 

設
問
２ 

従
業
員
の
平
均
年
齢

は
？ 

「
四
十
代
か
ら
五
十
代
」
一
〇

〇
％ 

設
問
３ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
辞

め
た
場
合
の
補
充
は
？ 

「
大
丈
夫
」
三
三
％ 

「
難
し
い
」
六
七
％ 

 

一
〇
人
以
下 

設
問
１ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
足

り
て
い
る
か
？ 

「
足
り
て
い
る
」
六
七
％ 

「
不
足
し
て
い
る
」
三
三
％ 

設
問
２ 

従
業
員
の
平
均
年
齢

は
？ 

「
四
十
代
か
ら
五
十
代
」
一
〇

〇
％ 

設
問
３ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
辞

め
た
場
合
の
補
充
は
？ 

「
難
し
い
」
一
〇
〇
％ 

 

二
〇
人
以
下 

設
問
１ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
足

り
て
い
る
か
？ 

「
足
り
て
い
る
」
五
〇
％ 

「
不
足
し
て
い
る
」
五
〇
％ 

                                 

 

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果 

近
い
将
来
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足
が 

四
〇
代
か
ら
六
〇
代
の
高
齢
化
如
実
に 



設
問
２ 

従
業
員
の
平
均
年
齢

は
？ 

「
六
十
代
以
上
」
一
〇
〇
％ 

設
問
３ 
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
辞

め
た
場
合
の
補
充
は
？ 

「
難
し
い
」
一
〇
〇
％ 

 

二
〇
人
以
上 

設
問
１ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
足

り
て
い
る
か
？ 

「
足
り
て
い
る
」
五
〇
％ 

「
不
足
し
て
い
る
」
五
〇
％ 

設
問
２ 

従
業
員
の
平
均
年
齢

は
？ 

「

二

十

代

か

ら

三

十

代
」
五

〇
％ 

「

四

十

代

か

ら

五

十

代
」
五

〇
％ 

設
問
３ 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
辞

め
た
場
合
の
補
充
は
？ 

「
大
丈
夫
」
一
六
％ 

「
難
し
い
」
八
四
％ 

 

ま 

と 

め 

 

人
不
足
と
言
わ
れ
る
昨
今
、

改
め
て
「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
問
題
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と

課
題
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

現
時
点
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不

足
感
は
さ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
社
員
平
均
年
齢
が
四

十
代
、
五
十
代
以
上
で
八
〇
％

で
あ
り
、
近
い
将
来
退
社
時
期

を
迎
え
る
事
を
考
え
る
と
安
心

し
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
将
来
に
向
け
て
若
い
人
の

採
用
、
育
成
が
急
務
で
す
。 

 

コ
メ
ン
ト
に
も
あ
り
ま
す
が
、

技
術
の
伝
承
、
物
作
り
の
指
導

も
十
分
で
な
い
点
も
あ
る
と
の

こ
と
な
の
で
、
な
お
さ
ら
早
め

に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 
特
に
、
五
人
以
下
一
〇
人
以

下
二
〇
人
以
下
の
会
社
の
共
通

点
は
社
員
の
年
齢
が
高
い
た
め 

対
象
会
社
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

の
採
用
方
法
に
工
夫
を
行
い
若

い
人
が
ア
ク
セ
ス
し
て
く
れ
る

会
社
像
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
将

来
外
国
人
研
修
生
」
の
利
用
も

一
つ
の
選
択
肢
と
な
っ
て
い
ま

す
。
法
律
の
改
正
で
こ
れ
ま
で

の
三
年
間
か
ら
五
年
に
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
現
状
で
は
「
印
刷

業
」
と
し
て
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
現
状
で
は
無
理
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
が
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
、
問
題
点
を
気
付
い

て
い
た
だ
き
活
用
さ
れ
る
こ
と

期
待
し
ま
す
。 

 

男
女
を
問
わ
ず
育
児
休
暇 

取
得
企
業
に
応
援
奨
励
金 

 

東
京
し
ご
と
財
団 

 

東
京
し
ご
と
財
団
で
は
、
働

く
パ
パ
や
マ
マ
が
育
児
休
暇
を

取
り
易
く
す
る
た
め
に
「
育
児

休
暇
取
得
応
援
奨
励
金
」
を
準

備
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
奨
励
金
に
は
『
働
く
マ

マ
コ
ー
ス
』
と
『
働
く
パ
パ
コ

ー
ス
』
の
二
種
類
が
あ
り
、
働

く
マ
マ
コ
ー
ス
は
、
従
業
員
に

育
児
休
業
等
を
取
得
さ
せ
、
職

場
環
境
を
整
備
し
た
中
小
企
業

に
一
二
五
万
円(

年
度
内
一
回

の
み)

が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
『
働
く
パ
パ
コ
ー
ス
』

は
男
性
従
業
員
に
育
児
休
暇
を

取
得
さ
せ
た
中
小
企
業
に
育
児

休
業
連
続
十
五
日
取
得
の
場
合

二
十
五
万
円
、
十
五
日
取
得
以

降
十
五
日
ご
と
に
二
十
五
万
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。(

上
限
三
百

万
円) 

 

詳
細
は
東
京
し
ご
と
財
団
の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

確

認

。
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恒
例
の
組
合
研
修
旅
行 

 
 

十
月
十
三
、
十
四
日
に 

 
 

 
 

伊
豆
長
岡
温
泉
で 

 

恒
例
の
組
合
研
修
旅
行
は
、

今
年
は
十
月
十
三
日(

土)

、
十

四
日(

日)

に
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
組
合
員
、
会
友
、
協
賛

会
の
方
々
に
は
ご
案
内
状
が
送

付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

■
日
程
・
十
月
十
三
日(

土) 

 

午
前
九
時
上
野
よ
り
バ
ス
に

て
出
発 

横
浜
の
『
カ
ッ
プ
ヌ

ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ー
ア
ム
』
を

見
学
、
そ
の
後
昼
食
の
後
、
三

島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
へ
。
宿
泊

は
「
伊
豆
長
岡
温
泉
京
急
ホ
テ

ル
」 十

月
十
四
日(

日) 

ゴ
ル
フ

組

は

第

一

一

一

回

ラ
ベ
ル
会 

伊
豆
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

観
光
組
は
堂
ヶ
島
遊
覧
船
、

恋
人
岬
、
山
本
食
品
三
島
わ
さ

び
工
場
見
学 

ゴ
ル
フ
組
と
合

流
し
て
午
後
七
時
に
上
野
駅
に

て
解
散
。 

 

■
参
加
費 

観
光
組
は
二
万

五
千
円(

昼
食
、
観
光
込
み) 

ゴ
ル
フ
組
は
三
万
円(

プ
レ
イ

代
、
カ
ー
ト
代 

昼
食
代
込
み) 

 

申
込
み
締
め
切
り
は
九
月
二

十
一
日(
金)  
ま
で
。 

                                 

http://www.metro.tokyo.jp/tosei/hodohappyo/press/2018/05/11/09.html
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■
年
齢
を
重
ね
る
と
「
か
ら

だ
の
か
た
ち
」
が
変
化
す
る
？ 

年
代
ご
と
に
体
形
が
変
わ
っ

て
く
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
な
ん

と
な
く
感
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

年

齢

と

と

も

に

体

形

は

変

化
し
、
脂
肪
が
つ
き
や
す
い
か 

      

 

        ら
だ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

こ

れ

は

基

礎

代

謝

量

が

減

っ
て
い
く
た
め
で
、
以
前
と
同

じ
生
活
運
動
を
し
て
い
て
も
消

費
カ
ロ
リ
ー
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
し
か
し
食

べ
る
量
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い

と
カ
ロ
リ
ー
の
摂
取
と
消
費
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
形
が
崩

れ
て
い
く
と
い
う
わ
け
で
す
。 

加

齢

に

よ

っ

て

変

化

す

る

部

分

は

年

代

や

性

別

に
よ
り

様
々
で
す
。
具
体
的
な
変
化
傾

向
を
見
て
、
対
策
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

■
「
年
齢
と
と
も
に
太
り
や
す

く
な
る
」
は
本
当 

 

加

齢

と

と

も

に

減

少
す
る

「
基
礎
代
謝
量
」
。 

 

基
礎
代
謝
と
は
心
臓
を
動
か

し
た
り
呼
吸
し
た
り
体
温
を
保

つ
な
ど
「
生
き
て
い
る
こ
と
を

維
持
す
る
た
め
」
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、「
ゴ
ロ
寝
し
て
い

て
も
絶
え
ず
使
い
続
け
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
基
礎
代
謝
は
二
十
四
時
間

絶
え
間
無
く
使
わ
れ
続
け
、
１

日
の
総
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う

ち
、
な
ん
と
「
７
割
以
上
」
も

占
め
て
い
る
の
で
す
。 

こ
の
た
め
、
「
痩
せ
や
す
く

太
り
に
く
い
か
ら
だ
（
エ
ネ
ル

ギ

ー

を

た

く

さ

ん

使

う
か
ら

だ
）
」
で
あ
る
た
め
に
は
「
基
礎

代
謝
が
高
い
こ
と
」
が
絶
対
条

件
な
の
で
す
が
、
こ
の
基
礎
代

謝
は
、
男
性
で
十
八
歳
く
ら
い
、

女
性
で
は
十
五
歳
く
ら
い
を
ピ

ー
ク
に
そ
の
後
は
年
齢
と
と
も

に
ど
ん
ど
ん
低
下
し
ま
す
。 

か

ら

だ

が

成

長

す

る

時

期

を
過
ぎ
て
あ
る
程
度
か
ら
だ
が

完
成
し
て
し
ま
っ
た
後
は
、「
維

持
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
は
必

要
な
く
な
り
、
徐
々
に
老
化
も

進
ん
で
細
胞
の
生
ま
れ
変
わ
り

の
サ
イ
ク
ル
が
遅
く
な
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
使
う
筋

肉
も
減
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。 

 

■
脂
肪
は
年
齢
と
共
に
お
腹

に
集
ま
る
？ 

 

男
女
と
も
加
齢
と
と
も
に
体

幹
部
へ
の
脂
肪
の
分
布
（
内
臓

脂
肪
も
含
む
）
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
き
ま
す
。 

体

幹

部

と

い

う

と

ほ

と

ん

ど
が
腹
部
で
す
。
五
〇
歳
以
上

に
な
る
と
男
性
で
は
全
身
の
脂

肪
の
う
ち
六
割
以
上
が
主
に
腹

部
に
つ
い
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
女
性
で
も
三
〇
代
を
超

え
る
と
五
割
以
上
の
脂
肪
が
腹

部
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
あ
る

程
度
年
齢
を
重
ね
た
人
は
、
全

身
の
体
脂
肪
率
が
あ
ま
り
高
く

な
く
て
も
、
腹
部
の
脂
肪
分
布

が
増
え
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、

そ
の
中
で
も
特
に
内
臓
脂
肪
が

増
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
も
、
腹
部
の
脂
肪
や
内

臓
脂
肪
が
多
く
な
る
と
血
中
脂

質
や
血
圧
が
高
く
な
り
や
す
く

な
り
、
メ
タ
ボ
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。
そ
の
上
、
肝
機
能

へ
の
影
響
も
出
て
く
る
こ
と
が

統
計
的
に
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

3
0

代
以
上
の
方
は
全
身
の
体

脂
肪
率
が
高
く
な
く
て
も
油
断

は
禁
物
で
す
。
お
腹
の
脂
肪
が

気

に

な

り

出

し

た

ら
見
た
目 

だ
け
で
な
く
健
康
的
に
も
注
意

が
必
要
で
す
。 

 

■
「
若
々
し
く
見
え
る
体
形
」

と
は･

･
･

？ 

で
は
、
「
若
く
見
え
る
体
形

は
？
」
と
い
う
と
、
加
齢
変
化

と
は
逆
に
若
い
世
代
の
平
均
的

な
体
形
特
徴
を
参
考
に
す
る
と

答
え
が
見
え
て
き
ま
す
。 

◎
男
性
：
全
身
の
脂
肪
率
は
低

い
が
筋
肉
量
が
多
い
の
で
細
く

は
な
く
、
特
に
腕
や
脚
は
ガ
ッ

チ
リ
し
て
お
り
、
お
腹
は
ま
だ

脂
肪
が
少
な
く
締
ま
っ
て
い
る
。 

◎
女
性
：
ウ
エ
ス
ト
周
り
や
腕
、

肩
は
細
く
華
奢
で
す
が
、
腰
周

り
や
太
腿
に
は
脂
肪
が
付
い
て

い
て
健
康
的
。 

若

い

世

代

は

筋

肉

の

つ

き

方
や
脂
肪
の
分
布
に
男
女
差
が

あ
っ
て
体
形
も
男
女
で
大
き
く

異
な
り
ま
す
が
、
年
齢
を
重
ね

る
と
男
女
差
が
あ
ま
り
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
男
女
と
も
「
丸
く

な
る
」
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

《
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No155 健康がいちばん !    

加齢による体の変化とは  

脂肪は年齢とともにお腹に 

 

http://www.tanita.co.jp/health/detail/5
http://www.tanita.co.jp/health/detail/5

